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インジゴ系染色におけるエチルアルコールの影響

被　　服

　　　　　武蔵野女大短大　○高橋尚美　奥隅路子

〔目的〕バット染料による染色は均染性が得られにくく、また、繊維表面におけ
る粗粒子状染料
ルアルコールの

の存在が、摩擦堅ロウ度に大きく影響している。本研究では、エチ
添加量と染着状態、および摩擦堅ロウ度などについて基礎的な資料

を得ることを目的とした。
　[方法]染料はインジゴ(CI Vat Blue 1)、テトラブロムインジゴ(CI Vat Blue
5)を用いた。染浴にエチルアルコールをO、2、4、6、8、10、20％o. w.s.添加して、
インジゴーセロファンと綿、テトラブロムインジゴー綿を染色した。染着状態
は、基質上のインジゴを硝酸酸性浴中において重クロム酸カリウムで液相酸化させ
イサチンを合成する際の反応速度定数から推定した。また、テトラブロムインジゴ
は、Ｏ－クロルフェノールによる溶出試験から染着状態を推定した。
　[結果]　エチルアルコールの添加量が増加するにつれて、テトラブロムインジゴ
染色布は、ムラ染めになりやすく淡色に染まる。しかし、インジゴ染色布では、添
加量に関係なく均染性が得られた。また、エチルアルコールの添加により、テトラ
ブロムインジゴ染色布の色彩は変化した。
　染着状態については、エチルアルコールの添加量には関係なく、インジゴ、テト
ラブロムインジゴ共に粗粒子状染料、微粒子状染料、超微粒子状染料の三状態に分
かれ付着・染着していた。また、摩擦堅ロウ度についてはインジゴの場合、染浴に
エチルアルコールを2％o. w.s.程度、添加した方が堅ロウ性は高まる。

Ｉ Rp－ ２ 極めて小規模な藍の発酵建ての実現と添加物の効果
武庫川女大生活環境　○牛田　智

　《目的》　藍の発酵建ては熟練を要し、難しいものとされている。その条件検討に関する
研究はいくつかあるが、発酵建て自体を小規模で行うことができないという点から、発酵
建てを実験的に再現性よく検討していく上には困難さがある。小規模でできないのは、微
生物の生育が関与していることや、浴のP Hの調整に難しさがあることや、小規模だと酸
素が混入しやすくて還元されたインジゴが浴中で酸化されてしまうから等の理由が考えら

れる。今回、細かい条件検討ができるような極めて小規模の発酵建てを実現し、その方法
で日本・中国・欧州で行われてきた条件に基づくすくも藍の発酵建てを検討してみた。
《方法1　　lOmlの試験管中にすくもや添加物を入れて密栓し、アルゴンを吹き込んで酸素
を追いだしたのち、アルゴン置換をした所定P Hの緩衝液8iilを入れ、30°Ｃで撹絆または
振とうしながら放置した。一定時間経過後、試験管を遠心分離機にかけたのち、上澄みを
注射器で吸い取り、アルゴン置換して密栓をした試験管内に入れたセルロースフィルムを
染色した。　フィルムは洗浄し酸化させてから吸収スペクトル（吸光度）を測定した。
《結果》　文献記載の、ある発酵建ての条件を参考に、8 nlにまでスケールダウンした藍
（すくも）の発酵建てを試みた。すべての操作を酸素から遮断した条件（アルゴン雰囲気
下）で行ったところ、染色｡をすることができた。添加物としては、日本で広く使われてい
るふすまを使った以外に、中国で使われることもある酒粕（ただし、日本のものを使用）
および、古く欧州でウォ―ドを用いて発酵建てを行っていた際に添加されたと言われてい
る西洋茜も使用したところ、いずれの場合も発酵建てを行い得ることがわかった。

243


